





















































































（Bullock, I. et al, 2008）3）であることや、自己評価が最
























卒業予定と30年卒業予定の学生です。表 1 の 6 つの問
 




㻣㻤㻑 㻡㻑 㻝㻠㻑 㻟㻑
グループ学習でどの程度参加できたと思うか 㻢㻠㻑 㻝㻝㻑 㻞㻞㻑 㻟㻑
グループ学習はあなたの学習にどのような影響を
与えたか？




㻤㻥㻑 㻝㻝㻑 㻜㻑 㻜㻑
1年次のボランティア活動においで積極的に参加し
た人を表彰しましたが、このことをどう思うか
㻡㻤㻑 㻠㻞㻑 㻜㻑 㻜㻑



























































































































を図 2 に語彙の関連性を図 3 に示しました。図 2 の最低
出現語彙数は 5 語としました。布置される単語の数は
30でした。
最後に 4 年間で 1 番頑張ったことに関して、語彙の出




















































言語聴覚学科における PBL と Reflect ive（自省的）モデルによる feed back を用いた自主的学びの効果の検討
学内論説
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